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いわき市農業委員会だより 第171号（2）2016年（平成28年）7月1日

農業委員会建議にかかる平成28年度市農林水産部事業（主なもの）

　市
農
林
水
産
部
長
並
び
に
関
係
課
長
を
お
招

き
し
、
去
る
平
成
28
年
５
月
20
日
に
﹁
平
成
28

年
度
市
農
林
事
業
説
明
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
昨
年
10
月
14
日
に
市
長
に
提
出
し

た
﹁
平
成
28
年
度
市
農
林
業
施
策
に
対
す
る

建
議
﹂
に
関
連
す
る
内
容
を
中
心
に
、
本
年
度

の
農
林
業
事
業
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
、
出

席
し
た
農
業
委
員
か
ら
は
、
活
発
な
意
見
交
換

や
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
︵
38
番
佐
藤

　行
委
員
︶
鳥
獣
被
害
対
策
関
係
の
質
問
な
の
で
す
が
、
あ
い
か
わ
ら
ず

　イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
か
な
り
多
い
よ
う
で
す
が
、
現
在
の
市
の
対
策
に
つ
い
て
は
ど
の

　よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
︵
市
︶
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
鳥
獣
被
害
防

　止
計
画
を
策
定
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
等
に
努

　め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　こ
れ
ま
で
も
、
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を
設

　置
し
、
箱
罠
の
貸
し
出
し
を
し
て
お
り
ま
し
て
、

　ご
希
望
の
方
は
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

　ま
す
。

　
　な
お
、
従
来
か
ら
の
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
に

　お
け
る
電
気
柵
の
設
置
に
係
る
助
成
制
度
も
ご

　ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
様
々
な
制
度
を

　活
用
い
た
だ
い
て
鳥
獣
被
害
の
防
止
に
努
め
て

　い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
　
年
度
市
農
林
業
事
業
説
明
会

平
成
　
年
度
市
農
林
業
事
業
説
明
会

2828

︽
主
な
質
疑
応
答
︾

建 議 の 概 要

放射性物質吸収抑制
資材の実質無償配付継続

農 地 集 積 協 力 金
交 付 事 業

新 規 就 農
総 合 支 援 事 業

農地中間管理機構に農地を貸し付けた場合、協力
金を交付し、担い手への農地の集積・集約を図る。

人・農地プランに位置づけられた新規就農者
（就農５年以内）への給付金の給付を行う。

放射性物質吸収抑制
対策事業費補助金

放射性物質の吸収を抑制する効果のある資材
（カリ質肥料）の施用を実施する。

いわき産農林水産物
風評被害対策事業

各種情報を適時・適切に消費者や生産者等に提供
し、プロモーション活動を通じ、販路を確保する。

甦るいわき・農家
復 興 支 援 事 業

出荷農作物等のモニタリング検査を実施し、安
全・安心を消費者が判断できる情報を提供する。

第四期新農業生産振興
プラン推進事業費補助金

施設園芸の強化や販路拡大の促進など、農業生産の
振興に係る事業を行うものに対し補助金を交付する。

いわき森林再生事業 森林の有する公益的機能低下に対し、森林施業と
作業道整備を一体的に実施し、森林再生を図る。

担い手にとって魅力
のある環境づくり

風評被害対策の強化

震災復興のシンボルと
なる農業生産振興策

森林除染の対象拡大及び
伐採木活用の早期対応

事 業 名 事 業 概 要当初予算（千円）

28,430

4,613

87,501

67,703

66,071

い わ き 見 え る 化
プ ロ ジ ェ ク ト

出荷農作物や自家消費農作物の放射性物質の検査
結果をインターネットを活用し、情報提供を行う。

1,665

22,500

181,467



がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

（写真（上記2枚）　施設内の様子）

（写真　代表取締役　元木　寛さん）

いわき市農業委員会だより（3）第171号 2016年（平成28年）7月1日

箱崎 寿正さん（41）平菅波

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
い
わ
き
市
平
菅

波
に
お
住
い
の
箱
崎
寿
正
さ
ん
で
す
。
箱
崎

さ
ん
は
、
母
親
と
２
人
で
稲
作
経
営
︵
借
地

を
含
め
15

　、
受
託
作
業
20

　︶
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　祖
父
が
有
限
会
社
東
農
園
を
設
立
し
、

も
と
も
と
は
鶏
卵
の
生
産
・
販
売
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
父
親
が
稲
作
の
請

負
や
乾
燥
調
製
等
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
稲
作
農
業
の
道
に
進
む
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
、
同
社
の

代
表
取
締
役
を
お
務
め
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
父
親
も
故
人
と
な
っ
て
か
ら

早
23
年
と
な
り
、
﹁
自
分
も
父
親
と
同
じ

歳
に
な
っ
た
﹂
と
屈
託
な
く
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　目
標
は
、
消
費
者
に
買
っ
て
も
ら
え

る
安
全
な
米
づ
く
り
で
、
﹁
消
費
者
に

喜
ば
れ
る
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
米
を
作
り

た
い
。
震
災
以
降
は
特
に
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、
自
分
流
の
米

を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
だ
﹂
と
も
お

話
し
し
て
お
り
、
﹁
地
域

の
担
い
手
と
な
っ
て
、
皆

に
認
め
て
も
ら
え
る
農
業

者
を
目
指
し
、
麦
・
大
豆

な
ど
を
含
め
米
以
外
の
も

の
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
土
地
利
用
型
農
業
を
目

指
し
た
い
﹂
と
力
強
く
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま

た

、

﹁

震

災

後

は

、

農

地

集

積

が

進

む

一

方

、

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
な
ど

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
状

況
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
農
地
・
農
業
を
考

え
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。

田
ん
ぼ
を
依
頼
さ
れ
て
も
、
自
分
で
出

来
る
の
か
﹂
と
の
不
安
も
抱
え
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
﹁
農
地
の
基
盤
整

備
が
進
み
効
率
的
な
生
産
体
制
が
構
築

さ
れ
る
一
方
、
米
価
の
低
下
や
飼
料
用

米
の
作
付
が
増
加
す
る
中
で
、
如
何
に

所
得
を
確
保
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
﹂

と
も
お
話
し
し
て
お
り
ま
し
た
。

　現
在
、
地
域
内
の
遊
休
地
の
解
消
に

向
け
、
土
地
区
画
を
再
整
理
し
な
が
ら
、

耕
作
地
を
拡
大
し
て
効
率
的
に
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
の
春
か
ら
福
島
県
指
導
農

業
士
と
な
り
、
普
段
も
地
域
内
の
消
防

団
員
活
動
、
青
年
会
Ｏ
Ｂ
活
動
、
伝
統

芸
能
保
存
活
動
と
多
方
面
に
活
躍
し
頑

張
っ
て
い
る
若
き
農
業
者
で
す
。
今
後

も
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

　︵
執
筆
・
撮
影

　渡
邊
雄
八

　委
員
︶

はこ　ざき　　 とし　まさ

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

　表
紙
の
写
真
は
、
５
月
20
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
﹁
ワ
ン
ダ
ー
フ
ァ

ー
ム
﹂
︵
四
倉
町
中
島
地
内
︵
常
磐
道
四
倉
Ｉ
Ｃ
付
近
︶
︶
で
す
。

　﹁
五
感
を
耕
す
。
農
と
食
の
体
験
フ
ァ
ー
ム
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
複
合

型
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
、
体
験
型
の
大
型
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
内
に
は
、

市
内
の
生
産
者
約
1
0
0
人
が
、
季
節
の
野
菜
を
持
ち
寄
る
農
産
物
直
売
所
﹁
森
の

マ
ル
シ
ェ
﹂
、
ト
マ
ト
を
中
心
と
し
た
新
鮮
野
菜
を
使
用
し
た
料
理
が
自
慢
の
レ
ス

ト
ラ
ン
﹁
森
の
キ
ッ
チ
ン
﹂
、
施
設
に
隣
接
す
る
﹁
㈱
Ｊ
Ｒ
と
ま
と
ラ
ン
ド
い
わ
き

フ
ァ
ー
ム
﹂
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ

等
に
加
工
す
る
﹁
森
の
あ
ぐ
り
工
房
﹂
及
び
農
作
業
を
体
験
で
き
る
農
園
や
季
節
ご

と
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
屋
外
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
お
り
、
様
々
な
角
度

か
ら
農
と
食
を
体
験
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　代
表
取
締
役
の
元
木
寛
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
﹁
子
供
か
ら
大
人
ま

で
沢
山
の
方
に
、
実
際
に
食
べ
て
・
見
て
・
触
れ
て
も
ら
い
、
農
業
や
食
の
体
験
を

通
じ
て
、
そ
の
大
切
さ
や
美
味
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
仰
っ
て
い
ま
し

た
。　新

た
な
加
工
商
品
の
開
発
を
進
め
た
り
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
沢
山
と
い
う

こ
と
で
、
今
後
ま
す
ま
す
注
目
の
ワ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
す
。

農
業
の
食
育
体
験
が
で
き
る
﹁
ワ
ン
ダ
�
フ
�
�
ム
﹂

つ
い
に
グ
ラ
ン
ド
オ
�
プ
ン︵

執
筆
・
撮
影

　小
泉
昌
男

　副
委
員
長
︶

ｈａ

ｈａ

（右　寿正さん）



（引き続き年金受給）
使用貸借
中途解除

農地中間管理権設定利用権設定

経営移譲のやり直し10年

経営移譲者 後 継 者

耕 作 者農業公社

いわき市農業委員会だより 第171号（4）2016年（平成28年）7月1日

　農
業
者
年
金
の
う
ち
経
営
移
譲
年
金
や
特
例

付
加
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
、
農
業
公
社

に
そ
の
農
地
を
貸
し
付
け
る
た
め
後
継
者
に
経

営
移
譲
等
し
た
農
地
の
返
還
を
受
け
る
場
合
、

次
の
要
件
︵
※
︶
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
経

営
移
譲
年
金
等
を
引
き
続
き
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※ 

要
件
に
つ
い
て

①
後
継
者
か
ら
農
地
の
返
還
を
受
け
た
日
か
ら

　起
算
し
て
、
１
年
以
内
に
農
業
公
社
へ
利
用

　権
を
設
定
す
る
こ
と

②
農
業
公
社
と
の
利
用
権
の
設
定
期
間
が
、
10

　年
以
上
で
あ
る
こ
と

　老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　な
お
、
経
営
移
譲
年
金
等
の
受
給
形
態
に
よ

っ
て
、
要
件
や
手
続
き
方
法
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る

   

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
︵
公
的
年
金
︶
で
す
。

○
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
年
金
額
が
決
ま

　る
積
み
立
て
方
式
で
す
。

○
自
分
で
月
額
保
険
料
を
決
め
ら
れ
ま
す
︵
2
万
円
か
ら

　6
万
7
千
円
の
範
囲
内
の
千
円
単
位
︶
。
ま
た
、
途
中

　で
月
額
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
任
意
脱
退
が
可
能
で
す
︵
脱
退
一
時
金
は
あ
り
ま
せ

　ん
︶
。

○
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
加
入
期
間
に
応
じ
、
任
意
脱
退

　し
て
も
将
来
受
給
で
き
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

○
加
入
後
は
、
国
民
年
金
の
付
加
年
金
︵
月
額
4
0
0
円
︶
に

　も
加
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

　農業者年金を受けている方は、農業者年金基金から毎年5月下
旬に郵送される「現況届」の提出が必要となります。
　提出がないときは、農業者年金の支払いが11月の入金から差し
止められますのでご注意ください。
　提出期限は6月末日となっておりますが、まだお済みでない
方は、農業委員会事務局へ提出してください。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農業委員会事務局農政振興係　☎0246（22）7534

の提出はお済みですか？

「農業者年金受給権者現況届」

は　い

は　い

いいえ

は　い

い
い
え

い
い
え

は

　い

い
い
え

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん

農業者年金に加入できます！

あなたは20歳以上で
60歳未満ですか？

国民年金の第1号被保
険者ですか？

国民年金の保険料を
免除されていますか？

年間60日以上農業に
従事していますか？

経
営
移
譲
等
し
た
農
地
を
利
用
権
の
設
定

に
よ
り
農
業
公
社
に
貸
し
替
え
し
て
も
�

年
金
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
せ
ん
�

【
お
問
い
合
わ
せ
】農
業
委
員
会
事
務
局
　
農
政
振
興
係（
☎
２
２
ー
７
５
３
４
）

〜 

農
地
中
間
管
理
事
業
と
農
業
者
年
金
の
関
係 

〜
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農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.30

■売りたい ■貸したい

　農業委員会では、耕作を目的とする農地情

報の収集・提供を行っています。売買・貸借

等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

※今回掲載した農地以外にも売買・貸借等の意向が

　ある方は、是非ご相談ください。

　【お問い合わせ】

　農業委員会事務局 農地調整係

　　�  0246（22）7578

　ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方
は農業委員会事務局までお問い合わせください。

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

田
田
田
田
田
田
田
畑
畑
田
畑
畑
田
田
畑
田
田
田

9.81
9.91
38.95
8.42
12.59
102.96
9.92
7.73
4.31
42.16
52.01
7.13
10.77
57.73
26.03
24.76
37.86
17.81

平上高久字高田（1筆）
平上高久字徳万坊（1筆）
平上高久字奥町（5筆）
平下高久字滝前（1筆）
平下高久字古川（1筆）
平下高久字北谷地（4筆）
平下山口字狐田（2筆）
平下山口字狐田（1筆）
平下山口字戸神内（1筆）
平下山口字熊ノ下（2筆）
錦町川原(6筆)
錦町成沢（1筆）
四倉町戸田字浮島（１筆）
四倉町八茎字片倉（6筆）
四倉町八茎字片倉（6筆）
遠野町滝字銅谷（2筆）
遠野町滝字上砂（2筆）
小川町西小川字田頭（2筆）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.
1

2

3

4

5

6

田

田

田

畑

畑

田

2.54

29.61

3.21

5.08

4.87

17.46

平上高久字高田（1筆）

平下高久字荒久（2筆）

平下神谷字人取沼（1筆）

平下神谷字大師（1筆）

四倉町狐塚字西原（１筆）

好間町愛谷字江向（1筆）

QQAA農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
調
整
係

　農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
︵
農
地
の
権
利
移
動
︶
は
、

農
地
法
第
３
条
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
い
わ
ゆ
る
﹁
３
条
申
請
﹂

を
申
請
受
付
日
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
内
容
の
不
備
等
に
よ
り
申
請
受
付
日
に
受
理
で
き

な
い
場
合
、
申
請
受
付
は
翌
月
以
降
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
内
容
の
確
認
な
ど
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
、
転
用
を
す
る
際
に

必
要
な
手
続
き
は
？

【
お
問
い
合
わ
せ
】

（
☎
2
2
ー
7
5
7
8
）

　農
地
の
転
用
は
、
農
地
を
農
地
以
外
︵
住
宅
、
駐
車
場
、
資
材
置
場
、
店
舗
、
植
林
な
ど
︶
の
用

途
に
変
更
す
る
こ
と
で
す
。

　自
ら
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
﹁
４
条
申
請
﹂
、
他
人
の
農
地
を
転
用
し
て
権
利
を
移
動
す
る

場
合
は
﹁
５
条
申
請
﹂
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　４
条
及
び
５
条
の
許
可
権
者
は
県
知
事
︵
４
ha
を
超
え
る
場
合
は
農
林
水
産
大
臣
︶
で
す
が
、
申

請
は
市
町
村
の
農
業
委
員
会
で
受
理
し
、
意
見
を
添
え
て
県
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
４
条
及
び
５
条
に
基
づ
く
手
続
き
は
、
市
街
化
区
域
内
の
場
合
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ご
相
談
い
た
だ
く
際
に
は
、
対
象
と
な
る
農
地
が
市
街
化
区
域
の
内
外
い
ず
れ
に
属
す
る
の
か

を
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

︽
農
地
法
第
3
条
の
趣
旨
︾
不
耕
作
目
的
︵
資
産
保
有
目
的
、
投
機
目
的
等
︶
で
の
農
地
の

権
利
移
動
を
規
制
し
、
農
地
等
が
担
い
手
等
の
生
産
性
の
高
い
経
営
体
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
誘
導
す
る
も
の
。

︽
農
地
法
第
4
条
及
び
5
条
の
趣
旨
︾
農
地
の
農
業
的
利
用
と
非
農
業
的
利
用
と
の
調
整

を
図
り
、
農
地
の
荒
廃
・
乱
開
発
を
防
止
し
て
優
良
農
地
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
。

※
受
付
日
が
閉
庁
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
、
交
付
日
が
閉
庁
日
の
場
合
は
直
前
の
開
庁
日
に
な
り
ま
す
。

違
反
転
用
し
た
場
合
、
重
い
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
︵
法
人
は
一
億
円
以
下
の
罰
金
︶

注
意

手
続
き
の
区
分

許

可

申

請

届

出

手
続
き
の
種
類

申
請
受
付
日

許
可
証
等
交
付
日

処

理

期

間

農
地
法
第
3
条

毎
月
1
日

受
理
当
月
の
末
日

1
ヵ
月
間

農
地
法
第
4
条
・
5
条

毎
月
1
日

受
理
翌
月
の

　日
前
後

7
週
間
程
度

農
地
法
第
4
条
・
5
条

毎
月
5
日
・

　日

毎
月

　日
・
末
日

　日
間
程
度

17

20

15

10



編
集
後
記

編
集
後
記

佐 藤 哲 男 委員長 小泉昌男 副委員長

渡 邊 雄 八 瀬 谷　弘 愛 川 卓 司

・
・ ・

　稲
作
作
業
が
始
ま
っ
た
こ
の
季
節
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
本
号
に
目
を
通
す

頃
に
は
、
三
和
地
区
中
山
間
地
域
に

お
い
て
も
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

も
な
く
、
青
田
に
染
ま
る
田
園
風
景

で
あ
ろ
う
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　こ
の
と
こ
ろ
、
三
和
町
地
域
振
興

協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
動
き
出
し

た
﹁
三
和
町
に
道
の
駅
﹂
設
置
運
動

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
現
す

れ
ば
、
現
在
の
と
こ
ろ
市
内
２
番
目

の
道
の
駅
と
な
り
、
西
の
玄
関
口
と

し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
･
ト
イ

レ
･
情
報
発
信
･
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

脱
着
･
防
災
機
能
等
、
国
道
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
や
安
全
安
心
の
確

保
等
が
見
込
め
る
ほ
か
、
産
直
市
場

の
拡
充
大
型
化
や
、
風
土
を
活
か
し

た
季
節
特
産
品
な
ど
の
農
産
物
生
産

規
模
拡
大
の
実
現
の
た
め
、
﹁
生
産

･
流
通
･
販
売
の
機
会
を
就
労
･
雇

用
･
経
営
の
場
と
し
て
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る
﹂
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
目
玉
と
し

て
、
我
々
農
業
者
と
し
て
も
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

︵
執
筆

　佐
藤
哲
男

　委
員
長
︶

編 集 委 員

いわき市農業委員会だより 第171号（6）2016年（平成28年）7月1日

①平成28年5月6日　雨乞いの神事
　四倉町細谷地区の別雷(わけいかづち)神社で、毎

年行われている、五穀豊穣を願っての雨乞いの神事

が行われました。地元区長や社総代等が玉串を奉げ

るこの神事は、往時から行われてきており、百姓の

心の支えでありました。

　　 

②横川沿いに絶好の散歩コース
　東日本大震災時、仁井田川と夏井川両河口を結ぶ

横川の河川沿いの堤防では、数ヶ所（各 長さ約数

10ｍ、深さ約1ｍ）に亀裂が発生しましたが、幸い

なことに決壊・越水は免れました。

　あれから5年経ち、この程、細谷地区内の横川堤

防の復旧・嵩上げ工事が完了しました。

　往時より景勝地と言われ、笠間の殿様(注1)も船遊び

をしたと言われる横川ですが、実際に行ってみると、

特に須賀橋～水俣～大苗代橋間の約1.5㎞に渡る景

観が素晴らしいです。散歩するには最高のコースです

ので、皆さんも是非、行ってみてはいかがでしょうか？

（注1）笠間の殿様：寛延2年(1749年)から慶応4年

　　　　(1868年)頃まで当地区は笠間藩分領でした。

トピックストピックス
《南部地

区》

〔遠野地
区〕

　湯
本
駅
か
ら
、

県
道
い
わ
き
・
石

川
線
を
西
へ
10
キ

ロ
ほ
ど
、
遠
野
町

深
山
田
釜
ノ
前
地

区
で
、
水
耕
栽
培

に
よ
る
発
芽
野
菜
﹁
芽
子
に
ん
に
く
﹂

を
栽
培
す
る
生
田
目
博
︵
な
ま
た

め
・
ひ
ろ
し
︶
さ
ん
︵
67
︶
を
紹
介

し
ま
す
。

　生
田
目
さ
ん
は
、
勤
め
の
傍
ら
に

水
稲
を
2.5

　ほ
ど
耕
作
し
て
い
ま
し

た
が
、
定
年
後
は
水
稲
耕
作
を
続
け

て
い
る
な
か
、
販
売
元
の
㈱
ウ
イ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
か
ら
委
託
さ
れ
て
﹁
芽

子
に
ん
に
く
﹂
の
水
耕
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。

　
　

　こ
の
珍
し
い
野
菜
を
調
べ
て
み
る

と
、
芽
も
根
も
ま
る
ご
と
食
べ
ら
れ

て
、
一
般
的
な
に
ん
に
く
と
比
較
す

る
と
臭
い
が
残
り
に
く
く
、
ほ
う
れ

ん
草
や
普
通
に
ん
に
く
よ
り
、
ミ
ネ

ラ
ル
︵
鉄
、
亜
鉛
、
カ
ル
シ
ウ
ム

等
︶
が
豊
富
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　平
成
25
年
10
月
か
ら
栽
培
を
開
始

し
、
90
坪
の
ハ
ウ
ス
内
に
栽
培
棚
や

ト
レ
ー
を
設
け
、
最
大
約
１
万
２
千

片
／
日
の
生
産
が
可
能
な
規
模
の
設

備
に
て
栽
培
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。　栽

培
方
法
は
、
６
片
か
ら
10
片
あ

る
に
ん
に
く
を
一
つ
一
つ
ば
ら
ば
ら

に
し
、
芽
が
出
や
す
い
よ
う
に
薄
皮

を
剥
ぎ
、
根
が
伸
び
や
す
い
よ
う
に

固
い
部
分
を
カ
ッ
ト
し
た
後
、
下
処

理
を
施
し
て
養
分
の
入
っ
た
水
に
一

粒
ず
つ
植
え
込
み
し
ま
す
。
そ
の
後
、

５
日
か
ら
７
日
間
で
収
穫
で
き
、
１

年
を
通
じ
て
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
栽
培
す
る
う
え
で
の
苦
労
話
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
夏
季
の
種
子
の
管

理
が
大
変
難
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　収
穫
後
は
、
市
内
外
の
ス
ー
パ
ー

や
料
理
店
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　出
荷
先
で
は
、
瑞
々
し
く
お
い
し

い
と
評
判
で
す
。
料
理
方
法
は
、
天

ぷ
ら
等
の
揚
げ
も
の
、
炒
め
も
の
、

お
ひ
た
し
等
、
様
々
で
す
。

　現
在
で
は
、
生
田
目
さ
ん
ご
自
身
も

イ
ベ
ン
ト
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
お
客
様
か
ら
の
意

見
を
活
か
し
、
今
後
、
６
次
産
業
化

︵
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
︶
へ

取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

　

農家のための情報誌

発　行・・・
購読料・・・
申込先・・・

電　話・・・

　毎週金曜日（月4回）
　月700円
　お近くの農業委員
　または農業委員会事務局
（22）7534

全国農業新聞の購読をあなたも

四倉町細谷地区のご紹介四倉町細谷地区のご紹介四倉町細谷地区のご紹介
﹁
芽
子
︵
め
ご
︶
に
ん
に
く
﹂
は
ご
存
知
で
す
か
？

﹁
芽
子
︵
め
ご
︶
に
ん
に
く
﹂
は
ご
存
知
で
す
か
？

商品化の状態

栽培の様子（発芽直後）

寛政6年(1794年)雨乞い
の神事を示した石碑

別雷神社に祭られている
風神・雷神像

震災当時の
横川堤防の
亀裂

横川　景勝地　水俣付近

復旧後の横川堤防震災当時の
横川堤防の
亀裂

横川　景勝地　水俣付近

復旧後の横川堤防 ︵
執
筆

　瀬
谷
弘

　委
員
︶（執筆・撮影　愛川卓司　委員）
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